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経

済

曾

郁

O
敬
授
八
木
芳
之
助
民
は
十
二
月
十
五

H
付
を
以
て
企
書
院
香
閏
被
仰
付

経
、
清
圃
牢
曾

0
+二
月
例
歯

f
二
月
十
ご
日
(
火
)
午
後
六
時
よ

η
梁
友
骨
備
に
酔
い

て
開
館
。
戎
の
報
告
が
行
は
れ
た
。

一

‘

ア

ウ

グ

ス

チ

ヌ

ス

の

共

同

掛

思

想

樺

崎

堅

誼

民

中
世
の
カ

1
リ
シ
ズ
ム
は
五
世
和
町
ア
ウ
グ
ス
ブ
ヌ
ス
と

f
コ
一
脚
制
的

ト
マ
ス
・
ア
タ
イ
ム
ア
ス
止
を
以
て
そ
の
主
た
る
二
大
傾
向
を
代
表
す
る
と

な
L
、
先
き
に
ト
マ
ス
の
共
同
世
思
想
を
見
た
か
ら
に
は
、
こ
L

に
自
ら

ア
ウ
グ
ス
チ
玄
ス
の
そ
れ
を
見
る
順
序
に
な
っ
た
と
し
、
き
づ
時
代
、
生

涯
に
つ
い
て
連
べ
、
そ
札
か
ら
共
同
挫
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
柿
の
岡
在

地
の
闘
と
の
劃
立
、
そ
の
揖
質
的
な
吏
錯
歌
態
と
し
て
の
地
ー
の
榊
白
岡

1
lそ
れ
を
人
位
、
家
接
、
図
説
、
散
骨
の
各
々
に
つ
い
て
毘
央
。
共
同

挫
の
渡
展
に
つ
い
て
は
、
彼
円
有
名
な
時
間
論
、
揺
史
論
の
一
端
を
窺

ひ
、
そ
の
腫
奥
哲
串
に
某
〈
創
誼
、
現
虫
、
骨
骨
末
に
闘
す
る
所
論
を
紹
介
し
、

共
同
世
的
資
展
主
位
貨
は
現
在
的
・
蒋
末
的
な
る
ζ

と
を
結
論
し
た
。

二

、

下

柑

制

工

業

に

於

け

る

最

近

の

園

田

化

同

梓

講

師

詳
細
は
車
競
壁
載
の
論
文
を
4
9
照
ぁ
，
た

L
o

帯
五
十
巻

= 
九

静

雄

九
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第
五
十
巻

四
O 

第

蜘

回

O 

o?の

草壁露首
勤 u 金白

静 手信
向者

青ム

苧議

書盟
馬ム

号謡
曲
」ー佐.1設
堀

由
江
(静官 .
3 青

山中
時田

静
樗.
~~~.由
辻口

向

好

曾

O
九
月
十
八
日
(
月
)
座
談
曾
「
プ
リ
ン
ト
問
題
に
就
い
て
」
午
後
六
時
宇
よ

り
梁
友
曾
館
に
於
い
て
開
催
。

石
川
、
柴
田
岡
敬
授
、
畢
生
約
二
十
名
出
席
。
先
づ
先
生
方
よ
り
フ
ヲ

シ
ト
鹿
止
に
闘
す
る
熱
意
を
越
べ
ら
れ
、
一
般
白
協
力
を
所
望
せ
ら
る
。

畢
生
側
か
ら
も
現
行
制
度
目
不
合
理
を
指
摘
し
そ
白
弛
種
々
質
問
自
交
換一

事

p
て
九
時
平
散
舎
。

。
九
月
サ
五
日
(
月
)
動
場
報
岡
陣
参
加
者
慰
努
曾

石
川
、
柴
問
、
曲
目
、
回
和
田
開
先
生
、
岡
島
、
中
岡
v
中
瀬
、
桑
原
、

畠
山
、
本
島
、
高
原
、
西
川
、
谷
口
白
諸
君
及
び
委
員
、
計
+
八
名
。

食
後
各
参
加
者
よ
り
夫
々
報
告
感
想
を
描
べ
ら
れ
、
一
今
後
四
問
題
に
つ
き

種
々
一
議
論
あ
り
熱
狂
裡
に
十
時
半
散
曾
ロ

0
+
月
十
日
(
良
)
揺
樟
耶
馬
渓
山
イ
キ
ン
グ
。

青
山
先
生
他
二
十
六
者
約
五
里
町
行
程
に
執
の
景
趣
を
求
品
て
散
官
時

に
午
後
宜
時
。

O
十
一
月
二
日
(
木
)
座
談
曾
「
東
亜
民
族
論
」

午
後
六
時
半
よ

m
柴
文
曾
館
に
於
で
、
高
岡
敬
投
出
席
、
串
生
約
六
十

告
。
先
ヴ
先
生
よ
り
約
半
時
間
陪
互
時
、
意
見
を
遮
ペ
ら
札
、
種
々
の
質

問
る

mJ
て
昼
食
桂
に
十
時
過
散
舎
。

O
十
一
月
三
日
八
明
暗
節
〉
棋
季
小
放
行
醒
ケ
井
見
畢
。

佐
設
先
生
件
畢
生
六
十
一
者
。
式
後
出
費
せ

L
錦
、
午
後
ご
時
醒
ケ
井

養
鱒
揚
到
着
。
約
一
時
聞
に
亙
る
技
輔
の
説
明
を
受
け
、
靴
晴
れ
の
住
日

に
柑
臆
し
き
一
日
で
あ
っ
た
。




